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可燃ごみ（指定ごみ袋で）
■台所のごみ　生ごみ、アルミホイルなど。生ご
みは、よく水を切ってから出してください 
■資源物に出せない紙・布類　レシートなどの感
熱紙、カーボン紙、油紙、写真、防水加工紙、濡
れたり汚れたりしている紙・布など
■プラスチック・ビニール・ゴム類　洗剤などの

容器類、菓子の袋やレジ袋、卵や豆腐などのパッ
ク類、発泡スチロール、プラスチック製のおもち
ゃ、カセットテープ、ＣＤ、ＤＶＤ、スキー靴など
■革製品　靴、かばん、ベルトなど。付属の金具
など、取り外せる金具などは不燃ごみへ
■草木類　雑草、落ち葉、生花、小さい木の枝など
■その他　使い捨てカイロ、紙おむつ、ペット用
トイレ（砂含む）など

不燃ごみ（指定ごみ袋で）
■小型電化製品　体重計、電子体温計、ポット、
ヘアドライヤー、白熱電球など
■小型家庭雑貨　時計、傘、はさみ、スプーン類、
包丁など。刃物は新聞紙などに包み、中身がわか
るように表に書く

■ガラス類　コップ、化粧品や薬品など飲料・食品
用以外のびんなど。割れたものは新聞紙などに包
み、中身がわかるように表に書く
■陶磁器類　植木鉢、茶碗、土鍋など
■その他　針金、金属製おもちゃ、磁石、ライター、
ペンキ缶など。ペンキ缶やライター、化粧品、薬品
などのびんは、中身を空にする

資源物
■飲料・食料用のびん類　ジュース、食用油、錠剤
などのびん。ふたを外し、中を空にしてすすぎ、び
ん用コンテナへ。ビールびんなどは買ったお店へ
■缶・金属類　食品の缶、スプレー缶（化粧品・
殺虫剤・カセット式ボンベ）、なべ、フライパン、
やかん（ホーロー含む）など。中を空にしてすすぎ、
缶・金属類用コンテナへ。炊飯器の内釜は、資源物
として金属類と一緒に出せます。スプレー缶は中
身を使い切り、穴をあけてガスを抜いてください
■ペットボトル　すすいでから軽くつぶして青い
網袋へ入れてください。油分・汚れがひどいもの、

飲料・食品用以外のペットボトルは可燃ごみへ
■布類　古着、タオル、毛布、シーツ、カーテン
（レース除く）など。【資源物に出せない布類】汚れ
たもの、クッション、布団、キルティング加工な
どの綿が入ったもの、電気毛布、ぬいぐるみ、じ
ゅうたん、会社名が入った制服など…可燃ごみま
たは粗大ごみとして出してください
■紙類　新聞・雑誌類（厚紙含む）・ダンボールは、
種類ごとに分けて、ひもで十字に縛ってください
■紙パック　牛乳や飲料の紙パック。すすいでか
ら平たく伸ばし、乾かしてから、重ねてひもで十
字に縛ってください。アルミなどでコーティング
されたものは可燃ごみへ

これらのごみは市で収集・処理できません
■家電リサイクル法対象機器　テレビ、エアコン、
洗濯機、衣類乾燥機、冷蔵・冷凍庫。①購入した
店か買い換える店で引き取ってもらう　②市の許
可業者に依頼する　③電機商業組合八千代支部加
盟店に依頼する　④郵便局でリサイクル料金を支
払い、メーカーの指定引取場所に自分で持ち込む
■パソコン　各メーカーに回収を申し込む
■原動機付き自転車を含むオートバイ　廃棄二輪
車取扱店または指定引取窓口に持ち込む
■その他　次の物は、各専門業者や工事依頼業者、

購入店舗に依頼を。 ▼１辺が２ｍを超える物（じゅ
うたん、カーペットなどを除く）　 ▼著しく重い物・
大きい物…ピアノ、0.5坪を超える物置など　 ▼建
築設備など工事を伴う物…洗面台、流し台、トイ
レ、サッシ、玄関ドアなど　 ▼危険物…薬品、農薬、
ガソリン、バッテリー、感染の危険がある医療器具
など　 ▼構造上、市で処理できない物…スプリング
入りベッドマット、タイヤ、ガスボンベ、耐火金庫、
消火器、マッサージチェア、オイルヒーターなど

▼その他…石・砂・土、ボウリングの玉など

有害ごみ（指定ごみ袋で）
　蛍光管（電球型蛍光管含む）、鏡、乾電池な
ど。乾電池は、指定ごみ袋の外袋や透明なビ
ニール袋に入れて出すことができます。ボタ
ン型電池、小型充電式電池類は販売店へ。

粗大ごみ
　20ℓ用の指定ごみ袋に入れて口の中央が縛
れないもの、袋からはみ出すものは粗大ごみで
す。費用は収集する場合が１点300円（大型・重
量物は600円）。持ち込む場合は、その半額です。
■収集を希望する場合　祝日を除く月曜～金
曜日の午前９時～午後４時30分に粗大ごみ受
付専用電話 483-4506へ。指定された金額分
の「粗大ごみ処理券」を取扱店表示シールの
貼ってある市内のスーパーなどで購入し、申
し込み時に指定された場所に出してください
■清掃センターに直接持ち込む場合　クリー
ン推進課、支所・連絡所、市ホームページに
ある「廃棄物処分申請書」に必要事項を記入
し、祝日を除く月曜～金曜日と第３土曜日の
午前８時30分～11時40分・午後１時～４時に
清掃センターへ。住所確認のため運転免許証
などが必要です。支払いは現金のみです

◀
処
理
券
取
扱
店
の

　
表
示
シ
ー
ル

◀
粗
大
ご
み
処
理
券

100㎝以下のほうきなど４品目
可燃ごみで出すことができます
　５月１日から、次の４品目については、20
ℓ用の指定ごみ袋からはみ出す場合でも、長
さ100㎝以下の場合に限って、可燃ごみとし
て出せるようになりました。※棒の部分が金
属のものは、不燃ごみとなります
○ほうき（竹ぼうきを除く）　○園芸用支柱
○突っ張り棒　○ラバーカップ（排水管のつ
まりを直す通水器具）
　これら４品目を出
す場合は、指定ごみ
袋に入れ、口の中央
を縛ってください。

◀
ラ
バ
ー
カ
ッ
プ

　
青
少
年
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
地
域
の
大
人
が
必
要
な
基
礎
的
知
識
や
技
術
を

身
に
つ
け
、
活
動
す
る
た
め
の
養
成
講
座
で
す
。
対
象
は
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人
。
先
着
20
人
。
全
５
回
終
了
し
た
人
に
は
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
。

　
▼
内
容　
子
ど
も
た
ち
の
現
状
に
つ
い
て
の
講
習
、
ゲ
ー
ム
や
キ
ャ
ン
プ
の

実
習
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
習
得
な
ど　
▼
日
時　
６
月
18
日
・
７

月
23
日
・
９
月
10
日
・
10
月
22
日
・
11
月
19
日
の
い
ず
れ
も
木
曜
日
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
（
９
月
10
日
の
み
午
前
９
時
か
ら
）。
※
状
況
に
よ
り
１
回
の
み

の
参
加
も
で
き
ま
す
。
そ
の
際
は
実
費
負
担
。
修
了
証
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん　

▼
場
所　
教
育
委
員
会
庁
舎
会
議
室
な
ど　
▼
参
加
費　
１
０
０
０
円
（
材
料

費
な
ど
）。他
に
も
実
費
負
担
あ
り
。
欠
席
で
も
返
金
し
ま
せ
ん　
▼
申
し
込
み

５
月
29
日
㈮
ま
で
に
電
話
ま
た
は
直
接
青
少
年
課
（
４
８
１
）０
３
０
６
へ

■
「
友
・
遊
・
カ
レ
ッ
ジ
」
第
１
回
目
講
演
会
の
み
の
参
加
者
も
募
集

　
「
ネ
ッ
ト
社
会
」
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
子
ど
も
や

若
者
の
「
考
え
る
力
」
を
育
む
「
情
報
モ
ラ
ル
教
育
」
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

子
ど
も
や
若
者
を
守
る
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

「
友
・
遊
・
カ
レ
ッ
ジ
」
受
講
者
含
む
先
着
１
０
０
人
。
参
加
無
料
。

　
▼
日
時　
６
月
18
日
㈭
午
前
10
時
〜
正
午
。
午
前
９
時
30
分
か
ら
受
け
付
け

▼
場
所　
総
合
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル　
▼
申
し
込
み　
５
月

29
日
㈮
ま
で
に
電
話
ま
た
は
直
接
青
少
年
課
（
４
８
１
）
０
３
０
６
へ

　
今
年
は
戦
後
・
被
爆
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。
広
島
・
長
崎
に
落
と
さ
れ
た
原

子
爆
弾
に
よ
っ
て
両
親
を
亡
く
し
た
子
ど
も
や
、
子
ど
も
を
亡
く
し
た
両
親
が

書
き
残
し
た
手
記
を
、「
夏
の
会
」
の
女
優
の
み
な
さ
ん
が
朗
読
し
ま
す
。

　
▼
内
容　
第
１
部
／
Ｋコ

グ
ミ
ッ
ク
ス

Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｉ
Ｘ
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
、
第
２
部
／
女
優

た
ち
に
よ
る
朗
読
劇
「
夏
の
雲
は
忘
れ
な
い
」　
▼
日
時　
７
月
12
日
㈰
午
後

２
時
開
演　
▼
場
所　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル　
▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
先
・
料
金　

市
民
会
館
、
八
千
代
台
文
化
セ
ン
タ
ー
、
勝
田
台
文
化
セ
ン
タ
ー
。
全
席
自
由

／
一
般
２
０
０
０
円
、
フ
レ
ン
ド
会
員
１
５
０
０
円
、
高
校
生
以
下
・
障
害
者

１
０
０
０
円

■
朗
読
を
行
う
中
学
生
・
高
校
生
を
募
集　
講
演
当
日
に
、
舞
台
で
女
優
と
一

緒
に
朗
読
を
行
う
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。
参
加
無
料
。

　
▼
対
象　
市
内
在
住
の
中
学
生
・
高
校
生　
▼
募
集
人
数　
先
着
５
人　
　

▼
練
習
日　
７
月
12
日
㈰
公
演
当
日
の
午
前
中
の
み
を
予
定　
▼
応
募
方
法　

電
話
で
、
本
人
氏
名
、
学
校
名
・
学
年
、
住
所
、
電
話
番
号
、
保
護
者
氏
名
を

八
千
代
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
（
４
８
３
）５
１
１
１
へ

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集　
今
回
の
八
千
代
平
和
事
業
に
協
力
で
き
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
内
容
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
同
財
団
（
４
８
３
）５
１
１
１
へ　
　
（
国
際
推
進
室
）

青
少
年
団
体
指
導
者
養
成
講
座

「
友
・
遊
・
カ
レ
ッ
ジ
」
の
受
講
者

八
千
代
平
和
事
業
　
女
優
た
ち
に
よ
る
朗
読
劇

「
夏
の
雲
は
忘
れ
な
い
」
公
演




